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アメリカの古代文明： 
断崖のくぼみに 
住居を建てたアナサジ族 

勝山市国際交流員　スティーブン・シュローダー  

　アメリカは日本やヨーロッパに比べると、歴史が浅い

とよく言われています。しかし、ヨーロッパ人がアメリ

カ大陸に到達する以前に、独自の文化を築いていた先住

民族（いわゆるネイティブアメリカン）がたくさんいま

した。今回は僕の地元のコロラド州に住んでいたアナサ

ジ族と世界遺産の一つに指定されているアナサジ族の断

崖住居のメサ・ヴェルデを紹介したいと思います。 

　アナサジ族がコロラド州南西端に住み始めたのは7

～8世紀とされています。トウモロコシや綿花を作り、

メキシコとの交易も行っていました。その後、12世紀

末に、メサの断崖に移住したと考えられています。なぜ

わざわざ断崖のくぼみに住むようになったのでしょうか。

強風や敵の攻撃から身を守ることができたからだと言わ

れています。 

　もっとも有名な断崖住居はメサ・ヴェルデです。世界

遺産だけではなく、アメリカで唯一の自然遺産以外の国

立公園です。メサ・ヴェルデはスペイン語で「緑のテー

ブル状の台地」という意味です。そんな緑豊かな台地の

頂上から

真っ逆さ

まに落ち

ていくよ

うな険し

い 断 崖

に、日干

しレンガ

や石で造

られた600におよぶ住居跡が残されています。 

　断崖住居のうち、クリフ・パレス（断崖の宮殿）と

呼ばれるものが最も大きく、当時、数千人が住んでい

ました。4階建て、217室と23のキヴァがあります。

キヴァというのは宗教儀礼を行う円形の礼拝所です。

キヴァの屋根の真ん中には四角い穴が開けられており、

アナサジ族はこの穴からハシゴを使って出入りしてい

ました。 

　アナサジ族は断崖に住み始めてからわずか100年後、

苦労して作った住居を放棄し、忽然と姿を消してしま

いました。なぜここを離れたのか、いまだに明らかに

されていません。干ばつや気候の変動が原因だったと

言われていますが、真相は謎となっています。 

　メサ・ヴェルデはアメリカの歴史上の遺跡としてと

ても貴重な文化遺産です。意外性とともに、若い国と

いわれるアメリカの奥深さを知ることができる僕のふ

るさとの世界遺産です。 

消防車両（防災活動車）の寄贈 
　財団法人 日本消防協会の福祉共済事業により、

共済事業の推進が積極的であることが認められ、

勝山市消防団に車両が交付されました。 

　今後の防災活動に活用していきます。 

  

配置年月日s1月28日（木） 

交付車両s防災活動車１台 

　（日産バネットバン、4WD車、1,800cc） 

勝山大野線・北郷線のダイヤ変更 
　4月1日から、勝山大野線（上り：ＶＩＯ→坂東島）の

平日を増便し、また、北郷線（下り：坂東島→勝山駅）の

時刻の一部を変更します。 

　また、北郷線の一部ルート変更を行います。これにより、

堀名口バス停でも乗降できるようになります。そして、下

森川バス停・JA北郷支所前バス停では、上り下りとも福井

方面の車線での乗降となります。 

消防署（188‐0400） 問 生活環境課（188‐8104） 問 

（勝山駅⇒北郷町方面） 

　勝山大野線 

  ＶＩＯ →   勝山駅 → 社会保険病院 → 坂東島 

変更前　13：00 ⇒ 13：34 ⇒  13：42（止） 

変更後　13：00 ⇒ 13：34 ⇒  13：42 ⇒ 14：02 

 

（北郷町方面⇒勝山駅） 

　北郷線 

 越前竹原駅 →   坂東島 → 社会保険病院 → 勝山駅 

変更前 12：37 ⇒ 12：45 ⇒  13：14 ⇒ 13：23 

変更後 10：10 ⇒ 10：18 ⇒  10：47 ⇒ 10：56 

 ※変更便のみ記載 

3月20日（土）・27日（土） 
4月 3日（土） 

絵本の森－よみきかせ会－ 
PM2:00～ 

4月10日（土） 
おはなしでてこい　 PM2:00～ 

3月20日（土） 
演題：〈告白〉という方法 
　－「破戒」から「人間失格」まで－ 
講師：木村小夜　氏 
　　　（福井県立大学教授） 

文学講演会 PM2:00～ 

4月11日（日） 
アニメ上映会 PM2:00～ 

☆バルーンアートで遊ぼう　 
3月22日（月・休） 

春の子どものつどい AM10:30～ 

☆ 新学期のための準備箱作り　ほか 
3月27日（土） 

春の子どものつどい PM2:30～ 
3月26日（金） 

ブックスタート 
－乳幼児対象絵本の紹介とよみきかせ－ 

AM10:30～ 
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大人 の背中で人づくり 
次世代育成のために、今こそ行動を!
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3月28日（日） 

絵本と手品のつどい 
－K&ピエロ－ PM2:00～ 

「
長
柄
節
」
を
歌
っ
た

庶
民
の
誇
り

勝
山
が
誇
る
民
謡
の
一
つ
と

し
て
「
長
柄
節
」
が
あ
り
ま
す
。

長
柄
と
は
柄
の
長
い
槍
の
こ

と
で
、
小
笠
原
藩
は
参
勤
交
代

な
ど
に
こ
の
長
柄
の
槍
を
使
用

す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
の

で
す
。

そ
れ
は
、
歴
代
の
小
笠
原
公

が
弓
馬
の
術
に
優
れ
、
ま
た
、

礼
法
の
家
柄
と
し
て
幕
府
の
覚
え
め
で
た

く
、
特
に
幕
府
と
血
統
（
清
和
源
氏
の
嫡
流
）

を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
で
、
惣
領
職
と
し

て
十
万
石
の
格
式
を
与
え
ら
れ
た
名
家
で
あ

っ
た
か
ら
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

幕
府
は
、
二
万
三
千
石
弱
の
小
藩
に
対
し

て
十
万
石
以
上
の
格
式
を
与
え
、
藩
の
家
格

に
合
わ
せ
た
九
尺
（
二
・
七
ｍ
）
の
槍
で
は

な
く
、
十
万
石
以
上
の
大
名
が
使
う
十
三
尺

（
約
四
ｍ
弱
、
一
説
に
は
十
二
尺
と
も
）
の

長
柄
の
槍
を
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
た
と
い

う
の
で
す
。

そ
こ
で
、領
民
は
、
藩
主
の
栄
誉
を
讃
え
て

「
長
柄
節
」
を
作
り
、
歌
い
続
け
て
き
た
の

で
す
。（『
小
笠
原
宗
家
・
殿
様
料
理
と
勝
山
見

て
歩
き
（
勝
山
市
・
勝
山
観
光
協
会
）』
参
照
）

小
笠
原
礼
法
の
極
意
と
は

小
笠
原
礼
法
の
極
意
と
は
、

「
相
手
を
大
切
に
思
う
心
を
、
自

然
に
美
し
く
表
現
す
る
」
こ
と
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
人
に

も
通
用
す
る
大
切
な
考
え
方
で

す
。私

た
ち
勝
山
市
民
は
、
こ
の
よ

う
に
小
笠
原
礼
法
ゆ
か
り
の
地
に

住
ん
で
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
、
殺
伐
と
し
た
経
済
優
先
、
効

率
優
先
の
世
の
中
を
、
心
豊
か
に

生
き
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

自
分
の
周
囲
の
人
や
勝
山
を
訪

れ
た
人
た
ち
に
対
し
て
、
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
を

忘
れ
ず
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
勝
山

が
誇
る
民
謡
「
長
柄
節
」
を
歌
い

継
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
お
わ
り
）

（『
地
域
で
取
り
組
む
こ
と
』
よ
り
）

広報かつやま3月号 No.664 14 広報かつやま3月号 No.66415

小笠原家の元祖
「小笠原長清公」


